
＊実施内容や期間が変更になる可能性があります。詳細は各所属のHPをご覧ください。

Ⅱ Ⅱ Ⅱ

常
葉
大
学
で
は
、
未
来
に
向
け
た
教
養
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、
全
学
共

通
科
目
の
改
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
３
つ
の
大
学
を
統
合
し
た
新
生
「
常
葉
大
学
」
が
誕
生

し
、
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
常
葉
大
学
が
誕
生
す
る
際
、
全
学
で
統
一
さ
れ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
現
在
の
全
学
共
通
科
目
の
形
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
か
ら
は
、
2
0
4
0
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
文
理
横
断
教
育
の
推
進
、
出
口
に
お
け
る
質
保
証
の
充

実
と
強
化
、
学
生
保
護
の
仕
組
み
の
整
備
が
今
後
の
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
、
文
理
融
合
教
育
、
特
に
学
部
の
枠

を
超
え
た
教
養
教
育
に
厚
み
を
持
た
せ
た
教
育
改
革
、
地
域
や
産
業
界
と
連

携
し
た
教
育
実
践
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
10
年
先
、
20
年
先
に
向
け
た
常
葉
大
学
の
在
り
方
を
考
え
る

と
、
地
域
に
根
差
し
た
幅
広
い
教
養
を
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
身
に
着
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

私
は
、
社
会
環
境
学
部
の
専
門
科
目
と
し
て
防
災
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
上
、
何
度
も
発
生
し
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

は
、
未
曽
有
の
災
害
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
常
葉

大
学
の
す
べ
て
の
学
生
が
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
様
々
な
場
面
で

A
I
技
術
が
普
及
し
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
大
き
な
時
流
の
中
で
は
、
文
理
に
係
わ
ら
ず
様
々

な
場
面
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
知
識
や
ス
キ
ル
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

常
葉
大
学
と
短
期
大
学
部
に
は
、
様
々
な
専
門
分
野
や

経
験
を
有
す
る
約
5
0
0
名
の
教
職
員
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
パ
ワ
ー
が
結
集
で
き
れ
ば
、
常
葉

大
学
の
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
幅
広
い
教
養
教
育
が
実

現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

常
葉
大
学
の
教
育
理
念
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
知
徳

兼
備
」
「
未
来
志
向
」
「
地
域
貢
献
」
を
更
に
発
展
さ
せ

て
い
け
る
よ
う
に
、
未
来
に
向
け
た
教
養
教
育
の
実
現
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集 常葉大学法学部

常葉大学

常葉大学短期大学部

常葉中高

リハビリ病院

橘中高

がんばる卒業生

菊川中高

橘小

とこは幼稚園

たちばな幼稚園

令和５年常葉重大ニュース

「より高きを目指して」

感想文コンクール 表彰者

よろこびの入賞・入選

とこはインフォメーション

2～3

4～5

6

7

8

9

10～11

12

目　次

浜松キャンパス

静岡草薙キャンパス

静岡瀬名キャンパス

常葉大学
副学長（静岡）

阿部郁男

静岡水落キャンパス

●題字／名誉理事長  元 学園長  故 木 宮 和 彦
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学 校 法 人 常 葉 大 学

常 葉 大 学 ・ 大 学 院

常 葉 大 学 短 期 大 学 部

常 葉 大 学 附 属 常 葉 中 学 校 ・ 高 等 学 校

常 葉 大 学 附 属 橘 中 学 校 ・ 高 等 学 校

常 葉 大 学 附 属 菊 川 中 学 校 ・ 高 等 学 校

常 葉 大 学 教 育 学 部 附 属 橘 小 学 校

幼保連携型認定こども園常葉大学附属とこは幼稚園

幼保連携型認定こども園常葉大学附属たちばな幼稚園

常 葉 大 学 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院

速  報 ！ 常葉大学浜松キャンパスの移転に向けた準備をスタート‼（詳細はp.12）



法学部
■  法律学科

社会とは、法による人々の結びつきです。法学部では、法を学び社会のしくみを理解して、地域の
課題を考え、政策を提言する力を養成します。

法を学ぶ＝社会のしくみを知る

広く法律の専門知識を身に付け，様々な社会問題を法

的に処理解決することができる力を養成します。法的

なものの見方（リーガルマインド）の修得は、コンプ

ライアンスが求められる企業活動にも、公平で中立的

であるべき行政活動にも今日では必須のものです。

法律総合コース

法律学 （憲法・民法・刑法・商法等）、政治学、経済
学の基礎

中心に学ぶ科目

地域社会の諸課題を調査・分析し，政策を企画･立案･

実施することができる力を養成します。現代社会の抱

える課題を解決するには、法律だけでなく、政治・行政・

経済の知識が必要です。多角的な視点から、地域社会

のあり方を捉えて、地域に貢献する人材を養成します。

公共政策コース

法律学の基礎、政策学（政治学･行政学･経済学等）

中心に学ぶ科目

政策を提言する

より良い社会を考える社会のしくみを知る

常葉だより ( 2 )



法と政策について学び、地域社会へ貢献する

2022年度・就職内定実績

公務員

民間企業
静岡銀行、清水銀行、静岡中央銀行、しずおか焼津信用金庫、富士宮信用金庫、
沼津信用金庫、浜松いわた信用金庫、島田掛川信用金庫、三島信用金庫、

静銀ティーエム証券、静銀ビジネスクリエイト、静鉄ストア、遠鉄ストア、伊豆箱根鉄道、TOKAIホー
ルディングス、NHK、テレビ朝日クリエイト等

静岡県、静岡市、富士市、藤枝市、菊川市、袋井市、御殿場市、田原市、吉田町、
森町、小山町、函南町、警視庁、静岡県警察等

一般社団法人ローカルSDGsネットワークの講師を
招き、「SDGs de 地方創生カードゲーム」を体験
しました。

SDGsで地方創生

県議会や裁判の傍聴、議員や裁判所職員との意
見交換を通じて、法の動態を学んでいます。

議会、裁判所で

法学部卒業生が、高校生に対して、公務員や企業
人として多様な進路の選択、法学部の学生生活の
送り方についてメッセージを送りました。

卒業生からのメッセージ

静岡市、静岡商工会議所とコラボで「これからの社
会で活躍できる人」を実施し、法学部学生17名が
参加しました。

常葉大学×静岡市×静岡商工会議所

公務員試験合格実績
年度
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022

合格者数
33
28
21
17
22
30
32

2024（令和6）年1月27日  第247号( 3 )



令
和
5
年
度

文
化
庁
長
官
表
彰

被
表
彰
者

常
葉
大
学

清
ル
ミ
名
誉
教
授

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

祝

11
月
４
日
・
５
日
、
常
葉
大
学
静
岡
草

薙
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
第
６
回
心
薙
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

『T
okoventure 

〜
と
も
に
行
こ
う
、
特
別

な
日
々
に
〜
』
に
は
、
新
た
な
歴
史
を
作
り

た
い
、
挑
戦
し
た
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、「T

okoventure

」
と
は
常
葉

の
「T

oko

」
と
冒
険
・
特
別
と
い
う
意
味
を

も
つ
「adventure

」
を
か
け
て
い
て
常
葉

大
学
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
様

の
規
模
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
に

溢
れ
た
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。
第

７
回
心
薙
祭
も
ご

期
待
く
だ
さ
い
!!

10
月
15
日
に
韮
山
時
代
劇
場
で
開
催
さ
れ

た
、（
一
社
）
富
士
・
箱
根
・
伊
豆 

国
際
学

会
事
業
【
東
ア
ジ
ア
D
N
A
の
源
流
と
、
文

化
・
芸
術
の
多
様
な
未
来
】
で
、
社
会
環
境

学
部
の
三
井
ゼ
ミ
が
『
大
豆
を
通
じ
た
社
会

貢
献
』
と
い
う
演
題
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
と

シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
会
は
、
富
士
・
箱
根
・
伊
豆
か
ら
学
際

的
で
実
学
的
な
総
合
学
問
体
系
を
確
立
し
地

域
創
生
の
国
際
的
な
拠
点
を
目
指
し
て
設
立

さ
れ
た
、
富
士
・
箱
根
・
伊
豆 

国
際
学
会
が

開
催
し
た
も
の
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、

食
の
安
全
と
地
域
の
問
題
解
決
に
も
貢
献
す

る
た
め
、
三
井
ゼ
ミ
で
取
り
組
ん
で
い
る
耕

作
放
棄
地
を
活

用
し
た
大
豆
栽

培
を
通
じ
た
社

会
貢
献
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し

た
。
三
井
ゼ
ミ

で
は
、
こ
う
し

た
発
表
の
場
を

通
じ
て
、
更
な

る
活
動
の
周
知

を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

10
月
に
７
回
、
近
隣
の
７
園
の
子
ど
も
た

ち
約
150
名
を
招
き
、
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
芝

生
広
場
に
お
い
て
『
ト
コ
ト
コ
の
も
り
』
あ

そ
び
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。
保
育
学
生
た

ち
と
一
緒
に
ト
コ
ト
コ
縁
日
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
に
金
魚
す
く

い
、
ワ
ニ
ワ
ニ
パ
ニ
ッ
ク
（
手
動
）
な
ど
色
々

な
あ
そ
び
を
楽
し
み
、
学
生
も
子
ど
も
た
ち

も
様
々
な
思
い
を
胸
に
抱
い
た
企
画
で
し

た
。
来
年
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

10
月
21
日
・
22
日
、
札
幌
市

立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
都

市
と
自
然
の
端
境
で
育
む
デ

ザ
イ
ン
実
践
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
学
会
に
、安
武
研
究
室
／

未
来
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
学
生

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
多

く
の
教
員
や
学
生
と
の
交
流

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
情

報
デ
ザ
イ
ン
学
の
先
端
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
４
年
生
４
名
、

２
年
生
２
名
、
１
年
生
２
名

が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

「
と
こ
は
未
来
教
職
学
協
働
事
業
」
の
一
環
と
し
て
２
号
館
３
階
学
生
ホ
ー
ル
設
置
の
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
自
由
に
弾
く
こ
と
が
出
来
る
ス
ト
リ
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
と
し
て
10
月
か
ら
運

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

運
用
を
始
め
る
と
早
速
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
造
形
学
部
生
に
音
楽
科
生
が
話
し
か
け
、
小
さ

な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
造
形
学
部
と
音
楽
科
を
有
す
る
芸
術
系
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
学
ぶ

分
野
は
異
な
り
ま
す
が
、
芸
術
を
志
す
学
生
同
士
、
こ
の
小
さ
な
出
会
い
か
ら
お
互
い
の
学

び
を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
、
交
流
の
輪
が
芸
術
活
動
を
活
気
づ
け
、
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス
を
静

岡
の
芸
術
・
文
化
の
拠
点
へ
発
展
さ
せ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

静
岡
草
薙
・
静
岡
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス

第
６
回
心
薙
祭（
大
学
祭
）開
催

こ　
な
ぎ

保
育
学
部

『
ト
コ
ト
コ
の
も
り
』で
あ
そ
ぼ
！

造
形
学
部

研
究
発
表

社
会
環
境
学
部

『
2
0
2
3 

富
士
・
箱
根
・
伊
豆 

国
際
学
会 

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
事
業
』

発
表
で
優
秀
賞
を
受
賞

静
岡
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス

芸
術
系
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ス
ト
リ
ー
ト
・
ピ
ア
ノ 

誕
生
！

常葉だより ( 4 )
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造
形
学
部
有
志
が
掛
川
市
と
協
働
し
、
マ
イ

ン
ク
ラ
フ
ト
を
用
い
て
戦
国
時
代
の
高
天
神
城

を
再
現
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
夏
に
始

ま
り
、
地
域
の
歴
史
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

目
的
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
は
現
地
視
察

と
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
の
技
術
を
習
得
し
な
が
ら

高
天
神
城
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
「
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
の
一
例
で
あ
り
、

学
び
と
遊
び
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
な
学
習
体
験
を
提
供
し
ま
す
。
10
月
１

日
の
「
デ
ジ
タ
ル
の
日
」
に
は
掛
川
市
役
所
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
公
開
さ
れ
、
掛
川
市

長
ら
と
の
攻
城
戦
ゲ
ー
ム
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
29
日
開
催
の
掛
川
市
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
掛
川
百
鬼
夜
行
」
に
お
い
て
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
高
天
神
城

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ゲ
ー
ム
を
展
示
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
選
手
５
名
が
2
0
2
4
シ
ー

ズ
ン
か
ら
J
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
へ
加
入
す
る
こ

と
が
内
定
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
健
康
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
学
部
心
身
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
４

年
生
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。

G
K
中
島 

佳
太
郎
さ
ん
（
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
）

M
F
前
田 

翔
茉
さ
ん
（
藤
枝
M
Y
F
C
）

M
F
古
長
谷 

千
博
さ
ん
（
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
）

F
W
金 

賢
祐
さ
ん
（
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
）

M
F
高
瀬 

生
聖
さ
ん 

（
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎
）

ま
た
、
フ
ッ
ト
サ
ル
部
か
ら
も
プ
ロ
選
手
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
　

尾
崎 

珠
利
さ
ん
（
ア
グ
レ
ミ
ー
ナ
浜
松
）

い
ず
れ
の
選
手
も
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
29
日
、
常
葉
大
学
静
岡
水
落
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
、
第
5
回
水
落
祭
「
澪
標
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

水
落
祭
で
は
初
と
な
る
、
音
楽
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
を
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト

は
、
T
V
ア
ニ
メ
「
進
撃
の
巨
人
」

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
抜
擢
さ
れ
た
、

ヒ
グ
チ
ア
イ
さ
ん
で
す
。
実
行
委
員
長

の
望
月
大
誠
さ
ん
（
静
岡
理
学
療
法
学

科
３
年
）
は
、「
今
年
度
は
制
限
が
縮
小

し
た
こ
と
で
、
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス
ら
し

い
大
学
祭
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
委
員
を
ま
と
め
る
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
な
く
、
何
度
も
メ
ン
バ
ー

同
士
で
議
論
し
、
水
落
祭
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
、開

催
で
き
た
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

９
月
23
日
・
24
日
、
浜
松
市
内
の
大
学
生
が
連
携
し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
浜
松
志
都
呂

店
で
「
わ
が
街
は
ま
ま
つ　

大
学
生
交
流
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
学
・
学
部
、
専
門
領
域
の
垣
根
を
超
え
て
学
生
が
集
い
、
S
D
G
s
17
の

目
標
を
意
識
し
た
展
示
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、「
S
D
G
s
未
来
都
市
・
浜
松
」の

推
進
の
た
め
に
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、今
年
度
で
３
回
目
で
す
。

　

学
生
実
行
委
員
会
の
代
表
を
務
め

た
粟
野
貢
成
さ
ん（
心
身
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
３
年
）は
、「
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
S
D
G
s
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。
参

加
者
だ
け
で
な
く
私
た
ち
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
学
連
携
を
通
じ
て
、

浜
松
市
お
よ
び
地
元
企
業
と
と
も

に
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

11
月
4
日
・
5
日
、
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

キ
ト
ル
ス
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー

マ
「
結
」
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
人
と
の
繋
が
り
、
絆
を
も
う
一
度
結
び
直
し
た
い

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
笑
い
芸
人
ラ
イ
ブ
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
男
装
・
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
ど
も
健
康
学
科
に
よ
る
「
秋
の
こ
ど

も
む
ら
」
で
は
、
ダ
ン
ス
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
他
、
学
生
に
よ
る
模
擬
店
や
地
域
の
特
産
品

を
販
売
す
る
「
都
田
朝
市
」
や
、
健
康
測
定
・
相
談
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
参
加
い
た
だ
け
る
「
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

造
形
学
部

マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
で
地
域
の
史
跡
を
再
現

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

サ
ッ
カ
ー
部
、
フ
ッ
ト
サ
ル
部
か
ら

6
名
の
プ
ロ
選
手
が
誕
生

静
岡
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

第
５
回
水
落
祭
「
澪
標
」
開
催

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

浜
松
市
内
の
大
学
が
連
携「
大
学
生
交
流
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
」開
催

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

第
36
回
キ
ト
ル
ス
祭（
大
学
祭
）開
催

古長谷千博

前田翔茉金賢祐

高瀬生聖

尾崎珠利

中島佳太郎
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常葉大学附属常葉中学校・高等学校
10
月
20
日
、
こ
の
は
な
ア
リ
ー

ナ
に
て
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
練
習
段
階
か
ら
、
各
ク
ラ

ス
気
合
い
十
分
で
当
日
に
臨
み

ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
制
限
な

し
の
体
育
祭
で
、
ア
リ
ー
ナ
内

は
大
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
女

子
の
パ
ワ
ー
全
開
で
し
た
。
今

年
度
は
中
学
生
と
高
校
生
が
一

つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
戦
う
種

目
が
多
く
、
中
で
も
中
学
１
年

生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
が
一

斉
に
参
加
す
る
「
綱
引
き
」
は

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
学
年

関
係
な
く
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
、
歯
を
食
い
し
ば
り
、
必

死
に
綱
を
引
っ
張
っ
て
い
る
姿

は
逞
し
か
っ
た
で
す
。
体
育
祭

を
通
し
て
、
常
葉
中
学
、
高
等

学
校
が
団
結
を
新
た
に
し
た
一

日
で
し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

体
育
祭

10
月
25
日
、
静
岡
市
中
央
体
育
館
に
て
、
ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
静
岡

vs
愛
媛
オ
レ
ン
ジ
バ
イ
キ
ン
グ
ス
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
と

し
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
の
雰
囲
気
が
温
か
く
、

生
徒
達
も
楽
し
ん
で
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
、
選
手

達
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
が
3
年
生
は
最
後

の
活
動
と
な
り
、
後
輩
た
ち
へ
ダ
ン
ス
部
の
バ
ト
ン
を
渡
し
て

く
れ
ま
し
た
。

常
葉
高
校
　
ダ
ン
ス
部

ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
静
岡
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10
月
31
日
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
野
外
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
内
の
各
施
設
を
散
策
す
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
飯
盒
炊
爨
に
よ
る
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
調
理
等
を
通
し
て
学
年
の

垣
根
を
越
え
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
調
理
で
は
、
慣
れ
な
い
火
起

こ
し
や
調
理
作
業
を
生
徒
同
士
で
話
し
合

い
、
適
材
適
所
で
分
担
す
る
こ
と
で
美
味

し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

常
葉
中
学

野
外
活
動

11
月
16
日
、
A
O
I
に
て
合
唱
祭
を

行
い
ま
し
た
。
１
年
１
組
は
「
校
歌
」「
か

わ
ら
な
い
も
の
」、
２
年
１
組
は
「
打
上

花
火
」、
３
年
１
組
は
「
手
紙
〜
拝
啓
十

五
の
君
へ
〜
」、
３
年
２
組
は
「
サ
ザ
ン

カ
」
を
歌
い
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
保

護
者
の
方
々
を
招
待
し
、
マ
ス
ク
な
し

の
合
唱
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た

ち
の
楽
し
ん
で
い
る
顔
が
と
て
も
印
象

的
な
合
唱
祭
と
な
り
ま
し
た
。

常
葉
中
学

合
唱
祭

医
療
相
談
員(M

edical 
Social W

orker)

は
病
院

に
必
ず
配
置
さ
れ
て
い
る

職
種
で
す
。

当
院
は
中
西
（
社
会
福

祉
士
・
介
護
福
祉
士
）、

岡
本
（
社
会
福
祉
士
・
介

護
支
援
専
門
員
）
の
二
名

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
患

者
様
の
受
け
入
れ
か
ら
退

院
ま
で
の
手
続
き
す
べ
て

に
関
わ
っ
て
お
り
、
介
護

保
険
の
説
明
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
患
者
様
、
ご
家
族
様

が
安
心
し
て
療
養
で
き
る

よ
う
幅
広
く
ご
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
病
院

医
療
相
談
員（MSW

）と
は

常葉大学リハビリテーション病院

※写真撮影のため
　一時的マスクを外しています。

常葉大学短期大学部

小堀遠州作といわれる庭園

11
月
18
日
に
、
静
岡
市
清
水
区
由
比
に
あ
る
広
重
美
術
館

に
浮
世
絵
を
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
由
比
は
薩
埵
峠
が

浮
世
絵
の
題
材
と
し
て
も
有

名
で
、
美
術
館
の
立
地
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
ま
す
。

広
重
と
い
え
ば
「
ヒ
ロ
シ
ゲ

ブ
ル
ー
」
と
言
わ
れ
る
青
色

系
統
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

学
生
た
ち
も
、
広
重
の
作
品

に
触
れ
て
様
々
議
論
を
し
た

よ
う
で
す
。

常
葉
大
学
短
期
大
学
部
　
日
本
語
日
本
文
学
科

浮
世
絵
を
見
に
行
く

浮
世
絵
を
見
に
行
く

11
月
30
日
、
静
岡
音
楽
館
A
O
I

に
お
い
て
、
３
回
目
と
な
る
航
空
自

衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊
と
常
葉
大
学

短
期
大
学
部
音
楽
科
に
よ
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
約
450
名
の
お
客
様
を
迎
え
、

音
楽
隊
の
方
々
の
素
晴
ら
し
い
技
術

と
温
か
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
航
空
自
衛
隊
へ
就
職
し

た
卒
業
生
も
演
奏
に
参
加
し
て
お

り
、
卒
業
後
に
活
躍
す
る
姿
も
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
嬉
し
い
日
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
３
度
目
の

企
画
と
な
り
、
音
楽
隊
の
方
々
と

の
心
の
距
離
も
近
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
合
同
演
奏
は
、
心
が
一

つ
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
と

な
り
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
折
、
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
へ
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

常
葉
大
学
短
期
大
学
部
　
音
楽
科

第
３
回 

航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

第
３
回 

航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
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常葉大学附属橘中学校・高等学校

10
月
３
日
〜
６
日
に
、
中
学
３
年
生
が
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

初
日
は
京
都
市
内
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
各
班
で
行
先
を
考
え
て
、
目
的
地
ま
で
の
行
き
方
も
自

分
た
ち
で
調
べ
な
が
ら
市
バ
ス
で
巡
り
ま
し
た
。
古
都
に
残
る
数
多
く
の
文
化
財
に
触
れ
、
自
国
の

歴
史
の
長
さ
そ
の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
か
ら
３
日
目
に
か
け
て
は
、
広
島
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
厳
島

神
社
で
は
、
生
徒
た
ち
は
瀬
戸
内
海
に
そ
び
え
る
巨
大
な
鳥
居
を
目
の

当
た
り
に
し
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。神
の
遣
い
と
さ
れ
る
鹿
と
触
れ
合
っ

た
り
、
境
内
で
は
真
剣
に
お
参
り
を
し
た
り
す
る
生
徒
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
と
平
和
記
念
公
園
で
は
、
被
爆
体
験
者
の
講
話

も
含
め
、
平
和
の
大
切
さ
や
核
兵
器
の
脅
威
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
国
民
に
多
く
な
る
中
で
平

和
学
習
を
行
う
こ
と
は
、
非
常
に
価
値
の
高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
行
き
ま
し
た
。

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
、
ポ
ケ
モ
ン
、
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
な
ど
、
班

で
行
動
し
な
が
ら
仲
間
同
士
の
交
流
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。

準
備
期
間
と
修
学
旅
行
を
通
し
て
、
大
き
く
成
長
し
た
修
学
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

橘
中
学

修
学
旅
行

修
学
旅
行

11
月
２
日
、
本
校
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
体

育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
緩

和
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
に
「
騎
馬
戦
」
を
行
い
ま

し
た
。
３
年
生
を
中
心
に
生
徒
た
ち
で
作
り
上

げ
た
「
応
援
合
戦
」
で
は
生
徒
一
丸
と
な
っ
て

大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し

た
。
一
貫
コ
ー
ス

の
高
校
２
年
生
も

中
学
体
育
祭
の
応

援
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
橘
中
学
生

全
員
が
一
致
団
結

し
、
全
力
で
取
り

組
ん
だ
一
貫
校
な

ら
で
は
の
体
育
祭

と
な
り
ま
し
た
。

体
育
祭

体
育
祭

10
月
12
日
、
草
薙
総
合
陸
上
競
技
場
で
、
秋

晴
れ
の
も
と
、
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
体
育

祭
で
し
た
が
、
今
年
度
は
種
目
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
体
育
祭

に
戻
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
全
力
で
競

技
に
取
り
組
み
、

大
き
な
声
で
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
を
応
援

で
き
る
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
、
高
校

生
活
の
思
い
出
に

残
る
い
い
行
事
に

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

11
月
８
日
〜
11
月
11
日
に
、
広
島
・
淡
路
島
・

神
戸
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
1
日
目
、

広
島
で
厳
島
神
社
の
参
拝
や
宮
島
散
策
を
楽
し
み

ま
し
た
。
2
日
目
、
午
前
中
に
広
島
平
和
記
念
公

園
で
の
班
別
研
修
を
、
午
後
は
移
動
先
の
神
戸
で

阪
神
淡
路
大
震
災
の
映
像
や
展
示
物
を
見
学

し
、「
平
和
と
は

何
か
」
を
考
え
る

一
日
で
し
た
。
３

日
目
、
神
戸
か
ら

淡
路
島
へ
渡
っ
て

S
D
G
ｓ
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
、
自
然
と
の
共

生
に
つ
い
て
意
欲

的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
４

日
目
、
神
戸
市
内

の
班
別
研
修
を
行

い
、
異
国
情
緒

あ
ふ
れ
る
街
並

み
や
風
景
を
楽

し
み
ま
し
た
。

橘
高
校

英
数
科 

修
学
旅
行

英
数
科 

修
学
旅
行

7
月
6
日
に
高
校
球

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、

各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の

活
躍
を
全
力
で
応
援
す

る
姿
も
見
ら
れ
、
盛
り

上
が
っ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

橘
高
校

球
技
大
会

球
技
大
会

橘
中
学
・
高
校

高校生活
　もともと英語が好きだった私は、常葉高校在学中に参加したオー
ストラリアへのホームステイ体験から、「海外と日本を繋ぐ架け橋
になりたい」と将来の夢を持つようになりました。在学中は、英語
でスピーチをしたり、英語の歌を歌ったり、英作文を書いたりと英
語を活用する機会がたくさんあり、私の英語力の基盤になりました。

アメリカ留学
　高校卒業後は１年日本の大学に通った後、アメリカ・フロリダ州

がんばる卒業生

常葉大学附属常葉高校
人間文化コース

平成18年度（第57期生）卒業

アメリカ テキサス州ヒューストン
メモリアル・ハーマン病院　勤務

川口 亜巳 さん

の大学へ編入しました。旅行学の学士号を取得後、日系の旅行会社
で現地採用され、日本からフロリダ州への旅行客をサポートする仕
事に就きました。海外と日本の架け橋になる夢は、知らないうちに
叶っていました。同時に心のどこかで、「まだ自分にはできる事が
ある」という想いも、抱くようになりました。

転機
　旅行会社で８年務めた頃、人生で初めての手術を経験しました。
術後しばらく食事制限のあった私は、栄養と医学の関係に興味を持
ち、気づけば退院４か月後にはフロリダ州の大学に再入学していま
した。その５年後、栄養学の学位を取得、研修期間を終えて、アメ
リカの管理栄養士の国家試験に合格しました。

現在＆在学生へメッセージ
　現在、私はテキサス州の病院で臨床栄養士として働いています。
入院中の患者に適した食事や薬、経管栄養を処方したり、食事の指
導を行ったりしています。人生２度目の大学入学以降、医学に魅了
された私の次の目標は、近い将来また大学へ戻り、医学について研
究することです。
　やりたい事、興味をそそられる事は、何でも挑戦してみて下さい。
どんどん目標ができる事は、とても楽しいです。後から振り返った
時、きっと良い経験になっていると思います。



菊
川
高
校

普
通
科  

修
学
旅
行

11
月
17
日
、光
葉
館
に
て
、常
葉
大

学
附
属
菊
川
高
等
学
校
創
立
50
周
年
、

中
学
校
20
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
体
育
館
に
な
っ
て
初
め
て

の
全
校
式
典
で
あ
り
、国
歌
、校
歌
こ

そ
静
聴
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
来
賓

の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
コ
ロ
ナ
以
前
の

式
典
と
ほ
ぼ
同
じ
形
で
挙
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
記
念
公
演
で
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

金
メ
ダ
リ
ス
ト
渥
美
万
奈
さ
ん（
平
成

19
年
度
卒
）を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
渥

美
さ
ん
と
い
え
ば
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
決
勝
戦
で
、先
制
点
を
文
字
通

り
「
叩
き
出
し
た
」

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
多

く
の
人
の
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
渥
美

さ
ん
に
は
「
夢
を
つ
か

む
た
め
に
は
ど
う
す

る
べ
き
か
」に
つ
い
て
、

具
体
的
な
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
校
生
徒
に
記
念

誌
が
配
ら
れ
、
昭
和

46
年
の
第
一
回
入
学

試
験
、
翌
47
年
の
常

葉
短
大
菊
川
高
等
学

校
の
開
校
式
典
か
ら
、

常
葉
学
園
菊
川
高
等

学
校
、
中
学
校
を
経

て
の
現
在
に
至
る
ま

で
の
道
の
り
に
、
生

徒
た
ち
が
み
な
思
い

を
馳
せ
ま
し
た
。

11
月
７
日
〜
10
日

に
、
九
州
へ
修
学
旅
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

初
日
の
朝
は
悪
天
候
で

フ
ラ
イ
ト
が
30
分
ほ
ど

遅
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、

福
岡
と
巡
り
ま
し
た
。

九
州
の
歴
史
や
文
化
を

学
び
、
被
爆
地
長
崎
で

は
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、

命
の
大
切
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
班
別
の
研
修
で
は
仲
間
と
と
も

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
菊
川
市
の
観

光
大
使
と
し
て
菊
川
茶
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
貴

重
な
経
験
を
し
た
４
日
間
を
、
一
人
ひ
と
り
が
忘
れ
が
た

い
思
い
出
と
し
て
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

菊
川
中
学

修
学
旅
行

10
月
16
日
〜
20
日
に
、

倉
敷
、
直
島
、
豊
島
へ
修

学
旅
行
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
多
く
の
美
術
館
を
巡

り
、
絵
画
作
品
の
油
画
や

彫
刻
作
品
、
光
を
使
っ
た

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作

品
、
音
と
光
の
空
間
作
品
、

空
間
自
体
が
美
術
館
と
い

う
芸
術
作
品
な
ど
、
様
々

な
形
の
芸
術
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
た
修
学
旅
行
で

し
た
。

芸
術
の
幅
広
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
旅
行
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
制
作
活
動
に
活
か
し
て
い
け
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

菊
川
高
校
　
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
科

修
学
旅
行

10
月
26
日
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
菊
川

高
野
球
部
の
鈴
木
叶
選
手
が
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
に
４
位
で
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
屋
内
練
習

場
で
は
野
球
部
員
や
学
校
関
係
者
ら
が
テ
レ
ビ
モ

ニ
タ
ー
で
ド
ラ
フ
ト
会
議
の
様
子
を
見
守
り
ま
し

た
。
鈴
木
選
手
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
歓
声
が
上

が
り
、
登
場
し
た
鈴
木
選
手
に
「
お
め
で
と
う
」

と
声
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
菊
川
高
か
ら
は
昨
年

も
、
安
西
叶
翔
選
手
が
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
か
ら
４
位
で
指
名
さ
れ
、
２
年
連
続
で
指

名
を
受
け
る
栄
誉
と
な
り
ま
し
た
。

菊
川
高
校

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か
ら
４
位
指
名
！

菊
川
中
学
・
高
校

常
葉
大
学
附
属

菊
川
高
等
学
校 

50
周
年

常
葉
大
学
附
属

菊
川
中
学
校 

20
周
年

記
念
式
典

菊
川
中
学

修
学
旅
行

12
月
13
日
〜
12
月
16
日
に
、
修
学
旅
行
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
初
日
の
神
戸
で
は
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
」
で
、
阪
神
大
震
災
に
つ
い
て
研
修
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
然
の
驚
異
と
力
強
い
復
興
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
二
日
目
の
大
阪
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
は
仲

間
や
ク
ラ
ス
と
の
絆
を
深
め
、
三
日
目
、
四
日
目
の

京
都
で
は
伏
見
稲
荷
神
社
や
天
龍
寺
に
参
拝
し
て
古

都
の
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

12
月
14
日
〜
21
日
に
、
研
修
旅
行
で
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
以
来
４
年
ぶ
り

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
と
な
り
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
、

オ
ル
セ
ー
美
術
館
、ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
等
、
有
名

な
美
術
館
・
建
築
物
を
い
く
つ
も
巡
り
、
現
地
で
本

物
の
作
品
を
見
る
事
が
で
き
、
何
と
も
言
え
な
い
喜

び
や
感
動
を
全
身
で
感
じ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
目
前
の
パ
リ
の
街
並
み
は
ど
こ
も
煌
び

や
か
で
セ
ン
ス
が
良
く
、
感
性
を
高
め
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
研
修
で
得
た
経
験
を
、
今
後

の
人
生
の
糧
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

菊
川
高
校
　
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
科

パ
リ
研
修
旅
行

常葉大学附属菊川中学校・高等学校
常葉だより ( 8 )



常葉大学附属とこは幼稚園・たちばな幼稚園幼保連携型認定こども園

と
こ
は
幼

　

秋
も
深
ま
り
、
園
庭
の
み
か
ん
の

木
に
も
、
た
く
さ
ん
の
実
が
な
り
、

美
味
し
そ
う
に
色
付
い
て
き
ま
し

た
。
早
速
年
長
児
が
、
11
月
21
日
に

み
か
ん
狩
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨

年
度
も
み
か
ん
狩
り
の
経
験
が
あ
る

年
長
児
は
、上
手
に
み
か
ん
を
収
穫
。

た
く
さ
ん
の
み
か
ん
を
見
て
、「
幼

稚
園
の
み
ん
な
に
も
わ
け
て
あ
げ
た

い
！
」
と
、
ど
う
し
た
ら
全
園
児
に

わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
相
談
を
始

め
た
子
ど
も
た
ち
。
数
を
数
え
て
み

る
と
、
無
事
に
全
園
児
分
の
み
か
ん

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
各
ク
ラ
ス
の
人
数
に
分

け
、
年
長
児
が
１
ク
ラ
ス
ず
つ
届
け

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
優
し
い
年
長

児
の
心
遣
い
に
、
ど
の
ク
ラ
ス
の
園

児
も
大
喜
び
。
一
生
懸
命
自
分
で
皮

を
む
き
、「
美
味
し
い
ね
」
と
嬉
し

そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
は
幼
稚
園
の
３

歳
児
、
４
歳
児
が
そ
れ

ぞ
れ
バ
ス
に
乗
っ
て
、

城
北
公
園
へ
秋
を
見
つ

け
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

す
っ
か
り
紅
葉
が
始

ま
っ
て
い
た
公
園
内
で

は
、
黄
色
や
赤
や
茶
色

に
変
化
し
た
落
ち
葉
を

見
つ
け
た
り
、
ド
ン
グ

リ
や
小
さ
な
ま
つ
ぼ
っ

く
り(

曙
杉)

を
た
く

さ
ん
拾
っ
た
り
し
な
が

ら
公
園
内
を
散
策
し
、

秋
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
友
達
や
先
生

と
一
緒
に
体
を
動
か
し

た
り
、
遊
具
で
遊
ん
だ

り
、
お
弁
当
を
食
べ
た

り
と
楽
し
い
園
外
保
育

と
な
り
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
幼

秋見つけに

出かけたよ

幼稚園の

みかんを

食べたよ

橘
小

運
動
会

　

10
月
14
日
に
、
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
運
動
会
は
入
場
者
の
制
限
が
な
く
な
り
、

た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
様
が
応
援
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
１
年
生
は
50
ｍ
走
と
玉
入

れ
「T

H
E  FIR

S
T
  T
A
M
A
IR
E

」。
２
年
生
は

50
ｍ
走
と
演
技
「
ハ
ピ
ネ
ス
〜
元
気
・
笑
顔
・
や

る
気
い
っ
ぱ
い
走
り
だ
せ
〜
」。
３
年
生
は
80
ｍ

走
と
大
玉
転
が
し
「
ど
ん
ど
ん　

お
せ
お
せ　

最

強
決
定
戦
！
」。
４
年
生
は
80
ｍ
走
と
演
技
「
橘
！

百
戦
錬
磨
ソ
ー
ラ
ン
」。
５
年
生
は
100
ｍ
走
と
台

風
の
目
「
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
リ
ケ
ー
ン
」。
６
年
生
は

100
ｍ
走
と
演
技
「
み
せ
る
」
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組

み
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
声
援
を
力
に
変
え
て
、

演
技
、
競
技
、
個
人
走
と
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

橘
小

６
年
生  

社
会
科
見
学

　

11
月
20
日
に
、
６
年
生
が
国
会
議
事
堂
・
国

立
新
美
術
館
・
東
京
タ
ワ
ー
へ
社
会
科
見
学
に

出
か
け
ま
し
た
。
国
会
議
事
堂
見
学
で
は
、
国

会
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
、
今
の
政
治

の
方
針
を
決
め
て
い
る
場
所
の
様
子
を
見
学
す

る
こ
と
で
、
政
治
に
対
す
る
興
味
関
心
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
立
新
美
術
館
で

は
、
伝
統
的
な
作
品
か
ら
現
代
的
な
作
品
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

良
い
天
気
だ
っ

た
た
め
、東
京

タ
ワ
ー
か
ら

は
、
日
本
一
の

高
さ
の
超
高
層

ビ
ル
で
あ
る
麻

布
台
ヒ
ル
ズ
森

Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
も

見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

橘
小

橘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

11
月
４
日
に
、
橘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
P
T
A
・
後

援
会
・
評
議
員
の
方
が
射
的
な
ど
の

ゲ
ー
ム
、
文
房
具
や
駄
菓
子
の
販
売
、

ス
ラ
イ
ム
作
り
の
体
験
な
ど
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
な
ブ
ー
ス
を

開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
６
年
生
は
、
低

学
年
か
ら
楽
し
め
る
よ
う
な
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
今
年

は
、
お
茶
ク
ラ
ブ
に
よ
る
お
茶
会
が
４

年
ぶ
り
に
開
か
れ
、
お
点
前
を
披
露
し

お
茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

常葉大学教育学部附属橘小学校
2024（令和6）年1月27日  第247号( 9 )



常葉だより ( 10)

追
悼

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た 

石
川
芳
恵
先
生

常
葉
大
学
（
草
薙
）

　
外
国
語
学
部
　
特
任
教
授

11
月
1
日
ご
逝
去（
享
年
62
歳
）

最
優
秀
賞
（
２
名
）

（
橘
高
） 

菅
原　

世
奈

（
菊
川
高
） 

漢
人
ひ
か
り

優
秀
賞
（
８
名
）

（
常
葉
高
） 

磯
谷　
　

優

（
橘
中
） 

藤
原　

里
彩

（
橘
中
） 

中
田
和
日
子

（
橘
高
） 

前
田　

初
音

（
橘
高
） 

高
橋　

璃
子

（
橘
高
） 

田
中　

綾
芽

（
菊
川
高
） 

川
田　

瑠
璃

（
菊
川
高
） 

杉
岡　

穂
風

入　

選
（
８
名
）

（
常
葉
中
） 

今
村　

紗
千

（
常
葉
高
） 
増
田
ひ
よ
り

（
橘
中
） 

滝　
　

愛
実

（
橘
高
） 

天
野
あ
ろ
は

（
橘
高
） 

杉
山　

心
咲

（
橘
高
） 

藤
本　

稟
子

（
橘
高
） 

望
月　

建
希

（
菊
川
高
） 

藤
原
し
お
り

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

令
和
五
年
度
　
学
園
誌

『
よ
り
高
き
を
目
指
し
て
』

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

附
属
中
学
・
高
等
学
校
の
新

入
生
は
、入
学
時
に
配
付
さ
れ

る
学
園
誌「
よ
り
高
き
を
目
指

し
て
」を
読
み
、学
校
法
人
常

葉
大
学
の
概
要
や
歴
史
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、自
身
の
こ
れ

か
ら
を
見
据
え
な
が
ら
感
想

文
を
書
き
ま
す
。1
0
6
4
点

の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
が
選

ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●２
●３

●４

●５

●６

常葉　　 ニュース常葉　　 ニュース重重大大
令和5年令和5年

橘高校創立60 周年

菊川高校創立50 周年・菊川中学創立 20 周年

菊川高校野球部　
５度目の選抜高等学校野球大会（春の甲子園）出場

常葉大学 教育学部学校教育課程
常葉大学 大学院 学校教育研究科高度教職員実践専攻

に名称変更を届け出（R6.4月から名称変更）

プロで活躍する選手　続々誕生
プロ野球、サッカーJリーグ、フットサルプロチーム

常葉中学・高等学校校長に木宮 暁子氏
　　　　　橘小学校校長に粉川 克彦氏
　　たちばな幼稚園園長に松浦 秩保子氏が就任

活躍
【常葉大学】 剣道部　　　　　第57回全日本女子学生剣道選手権大会  個人出場
 サッカー部　　　第47回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント  ベスト16
 フットサル部　　第19回全日本フットサル大会  ベスト8

【常葉高校】 新体操部　　　　令和5年度全国高等学校総合体育大会新体操大会  団体12位

【常葉中学】 国土交通省主催　第45回全日本中学生  水の作文コンクール  優秀賞

【橘高校】 女子サッカー部　第32回全日本高等学校女子サッカー選手権大会  出場
 陸上競技部　　　第17回U18／第54回U16陸上競技大会
 　　　　　　　　　　女子ハンマー投　個人出場
 弓道部　　　　　令和5年度全国高等学校総合体育大会弓道競技大会
 　　　　　　　　　　男子個人の部  出場
 少林寺拳法部　　第27回全国高等学校少林寺拳法選抜大会  出場
 吹奏楽部　　　　第29回日本管楽合奏コンテスト全国大会
 　　　　　　　　　　高校生B部門  優秀賞・特別賞
 家庭科部　　　　第9回高校生対抗レシピコンテスト
 　　　　　　　　　　鉄板焼甲子園  最終審査進出
 スポGOMI甲子園2023全国大会  団体14位

【橘中学校】 女子サッカー部　高円宮杯JFA第28回全日本U-15女子サッカー選手権大会  出場

【菊川高校】 空手道部　　　　令和5年度全国高等学校総合体育大会空手道競技大会
 　　　　　　　　　　女子個人組手  出場
 　　　　　　　　　　男子個人形　  出場
 第24回高校生国際美術展  奨励賞・佳作
 特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」馬術  少年トップスコア  第3位

【菊川中学】 空手道部　　　　第31回全国中学生空手道選手権大会
 　　　　　　　　　　女子団体組手 5位
 　　　　　　　　　　男子/女子団体形  男子/女子個人組手  男子/女子個人形  出場

●１

●７



全キャンパス要申込
 （予約は開催

1ヵ月前からHPにて） 
入退場自由2024.3.9SAT

OPEN CAMPUS

＊実施内容や期間が変更になる可能性があります。詳細は各所属のHPをご覧ください。

Ⅱ Ⅱ Ⅱ

とこはインフォメーション

園児募集情報
はこちらから▶

橘小

年中年少児対象学校説明会

2/17（土） 

10：00～12：00
橘小学校 講堂 

●授業参観
●校内見学
●学校紹介

駐車場あり

常葉中

学校説明会（小学5年生以下対象）

2/17（土） 14：30～16：30
3/9（土） 9：30～11：30
常葉中学校

●学校紹介
●探究学習の発表
●授業体験
●個別相談

橘中 菊川中

学校説明会（小学校5年生以下対象）

3/9（土）

9：30～11：30
橘中学校

●学校紹介
●施設見学

学校説明会（小学校4・5年生対象）

3/9（土）

9：00～11：00
菊川中学校 学生館講堂  

●教育内容紹介
●個別相談など

早くも令和７年度入試に向けての附属小・中学校の説明会が予定されています。

＊詳細は各校HPをご覧ください（Web申し込みが必要です）。

たちばな幼稚園とこは幼稚園

常葉だよりは自然保護のため
古紙100％再生紙及び大豆油インキを使用しています

発行●学校法人常葉大学（代表者／木宮健二）　　　  〒422-8581 静岡市駿河区弥生町 6 番 1 号 
　　　TEL 054-261-1356　FAX 054-261-5601　 URL https://www.tokoha.ac.jp/

( 12)常 葉 だ よ り

　常葉大学浜松キャンパスの教育研究環境の充実やアクセスの利便性の向上を図るため、令和 6 年 1 月 22 日に浜
松市と新たなキャンパス用地とする土地（所在地：浜松市中央区寺島町　JR 浜松駅より南東方面に約 700ｍの旧
高砂小学校跡地）の売買仮契約を締結しました。教育研究の益々の充実と地域貢献活動の推進を担う新浜松キャン
パス開設に向け、着実に準備を進めてまいります。

常葉大学浜松キャンパスの移転に向けた準備をスタート‼速  報 ！


